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日本周辺の魚類の小型化 

――温暖化により顕著になった餌をめぐる競合―― 

 

発表のポイント 

◆日本周辺海域において多くの魚類に共通した小型化傾向（体重減少）が 1980 年代と 2010 年

代に検出された。 

◆1980 年代に顕著な体重減少は、マイワシの資源量が爆発的に増加し、餌料プランクトンをめ

ぐる競合が激化したことが原因と推定された。 

◆2010 年代にはマイワシとマサバの資源量が中程度に増加しただけであったが、地球温暖化に

よる餌料プランクトン減少が、餌をめぐる競合を顕在化していることが示された。 

 

1980 年代と 2010 年代における魚類の餌をめぐる競合と体重減少メカニズム 

 

発表概要 

東京大学大気海洋研究所の伊藤進一教授らによる研究グループは、日本周辺海域で多くの魚

類に共通した体重の減少が 1980 年代と 2010 年代にあることを明らかにし、餌をめぐる競合が

主要因であり、特に 2010 年代は地球温暖化の影響による餌料プランクトン生産の減少が餌を

めぐる競合を顕著にし、魚類の体重変動を引き起こしていることを示しました。 

本研究では、水産庁および水産研究・教育機構が発行している魚種別系群別資源評価票

（https://abchan.fra.go.jp/）のうち、20 年以上の年齢別体重データが記録されている 13 種

17 系群の魚類のデータから日本周辺海域における共通した体重減少が 2010 年代にも存在する

ことを初めて明らかにしました。また、地球温暖化により、餌をめぐる競合が顕著になってい

ることを示しました。今後、さらに深刻化することが予想されている地球温暖化影響下におけ

る資源管理方策の基盤情報として利用されることが期待されます。 

 

▼水産庁 / 水産研究・教育機構「わが国周辺の水産資源の評価」 

https://abchan.fra.go.jp/ 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://abchan.fra.go.jp/
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プレスリリース 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240228.html 
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